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メッキ液・エッチング液の薬液濃度計
検出器／変換器一体型
　銅濃度／ニッケル濃度計

検出器／変換器分離型
　銅濃度／ニッケル濃度計

プロセス用！！
　電磁誘導式　液体濃度計

プローブ型！
　硫酸銅／ニッケル濃度計

CU-800／Ni-800 CU-502／Ni-502 EMC-502 CU-5Z／Ni-5Z

Ni-800
高濃度：0.0～200.0 g/ℓ (Ni)
低濃度：0.00～20.00 g/ℓ (Ni)

Cu-800
高濃度：0.0～80.0 g/ℓ (Cu)
低濃度：0.00～20.00 g/ℓ (Cu)

工業用　５０２シリーズ
　硫酸銅モニター
　ニッケルモニター
　ｐＨモニター
　ＯＲＰモニター
　フッ素イオンモニター
　電磁濃度計

CU-502
Ni-502
PC-502
OC-502
KF-502
EMC-502

プローブ型　５Ｚシリーズ
〇銅濃度計　CU-5Z
　銅濃度を0.0～76.0g/ℓの範囲で測定

〇ニッケル濃度計　Ni-5Z
　ニッケル濃度を0.0～199.9g/ℓの範囲で測定

〇銅・ニッケル濃度計　CUNi-5Z
　一台で銅とニッケル濃度を測定

簡単取付
簡単操作
高機能

電気的無接触型で
高濃度薬液濃度測定

測定方式

測定対象

測定範囲
測定単位

電磁誘導式センサー

塩酸、硫酸、硝酸、その他

サンプルにより異なります。
（応相談）

表面処理業界の総合プランナー

めっきのことなら何でもお任せ下さい！
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本 社

館林工場

『測る』が支える未来の社会：「JASIS 2023」が開催
345社が出展し、16,115人が来場。JASIS WebExpo®も同時公開

　

一
般
社
団
法
人
日
本
分
析
機

器
工
業
会(

Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｍ
Ａ
・
東

京
都
千
代
田
区
・
足
立
正
之
会

長（
㈱
堀
場
製
作
所 

代
表
取
締

役
社
長)

と
、
一
般
社
団
法
人

日
本
科
学
機
器
協
会(

Ｊ
Ｓ
Ｉ

Ａ
・
東
京
都
中
央
区
・
長
谷
川

壽
一
会
長（
英
弘
精
機
㈱ 

代
表

取
締
役
社
長)

の
共
同
で
主
催

に
よ
る
最
先
端
科
学
・
分
析
シ

ス
テ
ム
＆
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
展

「
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ(

ジ
ャ
シ
ス)

２

０
２
３
」
が
、
９
月
６
日
か
ら

８
日
の
３
日
間
、
幕
張
メ
ッ
セ

国
際
展
示
場
に
て
開
催
さ
れ

た
。

　

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
は
、
科
学
の
進

歩
を
支
え
る
、
分
析
機
器
、
科

学
機
器
メ
ー
カ
ー
・
デ
ィ
ー
ラ

ー
が
一
堂
に
会
す
る
最
先
端
科

学
・
分
析
シ
ス
テ
ム&

ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
展
。
各
種
分
析
・
計

測
の
入
口
か
ら
出
口
ま
で
一
貫

し
て
展
示
さ
れ
る
展
示
会
と
し

て
、
欧
州
のanalytica

、
米
国

のPittcon

と
並
ぶ
、
分
析
・

計
測
に
関
す
る
ア
ジ
ア
最
大
級

の
展
示
会
。
隣
接
す
る
会
場
で

は
、出
展
企
業
に
よ
る
新
製
品
・

新
技
術
を
紹
介
す
る
新
技
術
説

明
会
も
開
催
。
ト
ピ
ッ
ク
ス
セ

ミ
ナ
ー
と
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
ス
ク
エ

ア
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
実
際
の
展
示
会
と
連

動
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
に
よ

る
、JASIS W

ebExpo®
 (

Ｗ

ｅ
ｂ
展
示
会)

も
７
月
か
ら
公

開
さ
れ
て
い
る
。

　

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
２
０
２
３
で
は

「Come Touch JASIS

」を
合

言
葉
に
、「
来
場
者
の
皆
様
の
実

機
を
見
た
い
」、「
直
接
話
を
し

た
い
」
な
ど
の
要
望
に
お
応
え

す
べ
く
リ
ア
ル
展
示
へ
の
意
識

を
一
層
高
め
、
出
展
社
の
皆
様

と
共
に
準
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
２
０
２

３
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
「『
測
る
』

が
支
え
る
未
来
の
社
会
」と
し
、

日
本
分
析
機
器
工
業
会 

足
立

正
之
会
長
の
挨
拶

（
２
め
ん
へ
続
く
）
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未
来
に
向
か
っ
て
ゆ
た
か
な
暮

ら
し
を
、
創
り
な
が
ら
科
学
技

術
の
強
化
や
新
分
野
を
含
む
各

産
業
界
へ
の
発
展
に
つ
な
げ
る

た
め
、
多
様
な
最
新
情
報
を
発

信
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
本
年
は
約
３
５
０
企
業
・

機
関
の
分
析
計
測
機
器
や
関
連

製
品
の
展
示
と
新
技
術
説
明

会
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
約
２
８
０
の
セ
ミ
ナ
ー
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
展

示
会
場
で
は
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
ス
ク

エ
ア
を
設
置
し
て
、
最
先
端
の

ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
実

機
を
交
え
た
デ
モ
展
示
、
２
０

０
３
年
の
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
計
画
解

読
完
了
宣
言
か
ら
20
年
を
迎
え

る
こ
と
を
記
念
し
た
実
機
展

示
、出
展
社
に
よ
る
製
品
紹
介
、

関
係
団
体
研
究
機
関
の
情
報
発

信
な
ど
充
実
の
内
容
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
7
年
目
を
迎
え
る

JASIS W
ebExpo®

は
、
何

時
で
も
何
処
で
も
ア
ク
セ
ス
可

能
な
情
報
配
信
サ
イ
ト
と
し
て

好
評
を
頂
い
て
お
り
、
さ
ら
な

る
ア
ク
セ
ス
数
向
上
を
目
指

し
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
刷
新
を

図
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
２

０
２
３
は
最
先
端
科
学
・
分
析

シ
ス
テ
ム
お
よ
び
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
を
紹
介
す
る
展
示
会
と
し

て
、
ご
来
場
い
た
だ
く
す
べ
て

の
皆
様
方
に
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
実
り
多
き
展
示
会
に
な
り
ま

す
様
、
主
催
者
一
同
全
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

日
本
科
学
機
器
協
会 

長
谷
川

壽
一
会
長
の
挨
拶

　

政
府
は
今
年
２
月
に
Ｇ
Ｘ

（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
実
現
に
向
け
た

基
本
方
針
を
閣
議
決
定
致
し
ま

し
た
。
そ
の
背
景
に
は
国
際
公

約
と
し
て
「
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
」
を

宣
言
し
た
こ
と
に
加
え
て
、
世

界
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給

へ
の
危
機
感
と
各
国
が
国
を
挙

げ
て
脱
炭
素
関
連
の
大
型
投
資

を
計
画
し
て
い
る
と
い
う
世
界

的
な
潮
流
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
Ｇ
Ｘ
を
通
じ
て
、脱
炭
素
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給
、
経
済

成
長
の
3
つ
を
同
時
に
実
現
す

る
と
い
う
政
府
の
基
本
方
針
に

よ
っ
て
今
後
10
年
を
見
据
え
た

取
り
組
み
が
示
さ
れ
た
も
の
と

受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ

Ｓ
Ｉ
Ｓ
は
、
最
新
の
理
化
学
機

器
・
分
析
機
器
を
始
め
と
す
る

科
学
機
器
に
関
す
る
技
術
お
よ

び
製
品
情
報
の
発
信
拠
点
で
あ

り
、
あ
ら
ゆ
る
領
域
の
研
究
開

発
や
生
産
技
術
を
支
援
す
る
展

示
会
で
す
。
ま
た
、
重
要
な
社

会
課
題
と
し
て
の
Ｄ
Ｘ
を
始
め

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
、
環
境
、

食
品
等
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
も
注

目
し
、
諸
企
画
を
展
開
し
て
お

り
ま
す
。
日
本
科
学
機
器
協
会

と
日
本
分
析
機
器
工
業
会
は
Ｊ

Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
２
０
１
３
の
開
催
を

通
し
て
社
会
課
題
の
解
決
に
向

け
た
研
究
開
発
や
技
術
開
発
を

Ｓ
Ｉ
Ｓ
開
催
の
意
義
に
ご
理
解

と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
、
皆
様
の
業
容
拡

大
や
技
術
向
上
、
情
報
収
集
の

有
益
な
機
会
と
し
て
是
非
と
も

ご
活
用
頂
き
た
い
と
願
っ
て
お

り
ま
す
。
私
共
主
催
者
一
同
、

精
一
杯
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
御
支
援
の
程
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

経
済
産
業
省 

浦
田
秀
行 

大
臣

官
房
審
議
官
の
挨
拶

　

本
日
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
２
０
２
３

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
を

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
本
展
示
会
は
ア
ジ
ア
最
大

級
の
分
析
・
科
学
機
器
の
総
合

展
示
会
と
し
て
例
年
国
内
外
か

ら
高
い
関
心
を
集
め
多
く
の
方

が
来
場
さ
れ
て
い
る
と
承
知
を

し
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
数
年
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
禍
の
開

催
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

が
第
５
類
へ
移
行
し
て
以
降
初

の
開
催
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
多
く
の
方
々
の
来
場
が
期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
並

行
開
催
さ
れ
て
い
るJASIS 

W
ebExpo®

も
今
回
で
７
回

目
を
迎
え
て
お
り
、
リ
ア
ル
と

オ
ン
ラ
イ
ン
の
双
方
で
の
取
り

組
み
も
進
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
今
回
の
展
示
会
の
開
催
に

向
け
て
準
備
に
御
尽
力
さ
れ
た

関
係
者
の
皆
様
に
改
め
て
敬
意

を
表
し
ま
す
と
共
に
、
本
展
示

会
を
通
じ
ま
し
て
分
析
・
科
学

機
器
協
会
の
皆
様
の
ビ
ジ
ネ
ス

機
会
が
よ
り
拡
大
さ
れ
、
今
後

の
日
本
の
経
済
・
産
業
の
発
展

を
支
え
る
新
し
い
技
術
、
新
し

い
ビ
ジ
ネ
ス
、
新
し
い
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
が
数
多
く
生
ま
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

分
析
・
科
学
機
器
は
申
し
上

げ
る
ま
で
も
な
く
半
導
体
・
自

動
車
、
素
材
概
要
・
食
品
等
の
、

あ
ら
ゆ
る
産
業
の
研
究
開
発

や
、
製
造
・
品
質
管
理
に
無
く

て
は
な
ら
な
い
我
が
国
の
科
学

産
業
の
発
展
・
基
盤
と
も
い
う

べ
き
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て

経
済
社
会
の
対
応
が
大
き
く
変

化
し
た
昨
今
、
分
析
・
科
学
機

器
の
役
割
が
益
々
重
要
な
も
の

と
な
る
こ
と
に
疑
い
の
余
地
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
そ
の
評
価
と

い
た
し
ま
し
て
直
近
の
２
０
２

２
年
度
で
は
国
内
生
産
額
は
６

８
６
６
億
円
、
前
年
比
15
・
４

％
増
、
輸
出
額
は
４
８
６
２
億

円
、
前
年
比
18
・
９
％
増
と
生

産
・
輸
出
共
に
過
去
最
高
を
記

録
し
て
我
が
国
、
そ
し
て
グ
ロ

ー
バ
ル
な
経
済
産
業
を
支
え
る

基
盤
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
昨
今
注
目

し
て
お
り
ま
す
の
は
Ｄ
Ｘ
へ
の

取
組
で
ご
ざ
い
ま
す
。
分
析
・

科
学
機
器
業
界
に
お
き
ま
し
て

は
、
新
素
材
・
新
製
品
の
開
発

促
進
を
見
据
え
て
複
数
の
分
析

機
器
間
に
お
け
る
デ
ー
タ
形
式

の
統
一
化
・
標
準
化
に
向
け
た

事
業
を
進
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
製
造
業

の
様
々
な
分
野
に
お
け
る
開

発
・
製
造
プ
ロ
セ
ス
に
革
新
を

も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
、
経
済

産
業
省
と
し
て
も
大
い
に
ご
期

待
を
申
し
上
げ
、
引
き
続
き
ご

支
援
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

（
１
め
ん
か
ら
の
続
き
）

支
援
し
、
将
来

に
向
け
た
科
学

技
術
の
発
展
と

産
業
の
活
性
化

を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。
出

展
企
業
の
皆
様

や
来
場
さ
れ
る

皆
様
に
は
Ｊ
Ａ
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日本分析機器工業会 足立正之会長

日本科学機器協会 長谷川壽一会長

経済産業省 浦田秀行 大臣官房審議官

　21 世紀政策研究所では、5 月、ドイツ ボン大学のマル
クス・ガブリエル教授を迎え、十倉雅和経団連会長との特
別対談を実施した。
　対談では、当研究所 資本主義・民主主義プロジェクトの
中島隆博研究主幹（東京大学東洋文化研究所所長）をコー
ディネーターとして、十倉会長とガブリエル教授が、世界
の現状分析、資本主義や科学技術との向き合い方、未来社
会のあるべき姿などについて、意見交換を行った。
　そしてこの度、対談の様子をまとめた、特別対談「望ま
しい未来社会の創造に向けて」を発刊した。大胆かつ斬新
な語り口で哲学界だけでなく実社会にもインパクトを与
えてきたガブリエル教授が、日本の経済界に期待すること
とは。経団連のトップとして十倉会長はどう応えるのか。
刺激と示唆に満ちた議論の一部始終が掲載されている。
http://www.21ppi.org/theme/data/230926.pdf

特別対談
「望ましい未来社会の創造に向けて」を発刊



（ 3 ） No.1 1 5 1 令和 5 年 10 月 10 日 発 行

出展社リポート
ケツト科学研究所

試料を焦げつかせない加熱式水分計を始めとする各種水分
測定機器や、塗装・めっき・フィルム厚み等皮膜測定用の機
器を展示。注目だったのは、サンプルの水分を非破壊かつリ
アルタイムに測定可能な近赤外水分計。製造ラインに取り付
けるインラインタイプ。使い捨てのポリ袋に入れたまま測定
可能な卓上タイプ。持ち運び可能なハンディタイプの３つの
タイプがある。

日本鍍金新報  152×115mm  1cGreen car

表
面
処
理
技
術
か
ら

未
来
を
創
造
す
る

私たちは、創業以来、装飾・防錆めっき技術から発展した様々な表面処理技術の提供で、
自動車、エレクトロニクスなどの産業の成長を支えてきました。

これからも、長年培った知見と研究・開発力で、新たな表面処理技術を追求し、
ものづくりを支え、世界中の人々の豊かな生活に貢献します。

Explorer in Surface Engineering

本社：〒110-0015 東京都台東区東上野 4-8-1 TIXTOWER UENO 16 階　TEL： 03-6895-7001　FAX：03-6895-7021
国内拠点：本社　大阪支店　九州営業所　名古屋支店　総合研究所　生産本部
海外拠点：中国　台湾　韓国　メキシコ　アメリカ　ベトナム　タイ　インドネシア　インドhttps://www.jcu-i.com/

茨城県古河市に生産工場を持ち、国内では、業界一コストパ
フォーマンスに優れ、短納期を実現するハリオサイエンス
㈱。「透明で腐食や熱に強い耐熱ガラス素材」供給に特化し
た企業。創業時から培ってきた耐熱ガラスについてのノウハ
ウを生かし、「安心・安全」で「科学的侵食に強く、強酸・
アルカリおよび熱的用途での高い耐久性のある」耐熱ガラス
素材を提案する。

ハリオサイエンス

「先端技術で作る未来」をテーマに、最先端の技術や評価手
法を新技術発表会などで紹介した。また、展示会場では、同
社取扱製品の NMR、ESR、TD-NMR、MRI、MALDI、微生
物同定、ESI、GC、XRD、XRF、マイクロ CT、AFM、バイ
オ AFM、AFM-IR、白色干渉計、摩擦摩耗試験、ナノイン
デンター、電子顕微鏡用 EDS 他分析装置、μ XRF、ハンド
ヘルド XRF、FT-IR、FT-NIR、ラマン分光計等の実機を展示
し来場者への説明にスタッフが対応していた。

ブルカージャパン

“ 大塚電子だからできる " 光散乱 / 光計測 " 技術のご提案 ” を
テーマに以下の製品などを紹介した。●ゼータ電位と粒子径
から分散・安定性の評価が可能。マイクロレオロジーや粒子
濃度、ゲル網目構造の解析も可能　ゼータ電位・粒子径・分
子量測定システム　ELSZneo　●ナノ粒子を最大５０検体
連続で測定可能　多検体ナノ粒子径測定システム nanoSA
QLA+ オートサンプラー AS50　●球晶径・相構造のダイ
ナミックス解析を容易に　高分子相構造解析システム PP-
1000　●前処理なしで陽 / 陰イオン・有機酸・金属などの
一斉分析　キャピラリ電気泳動システム Agilent 7100　
●非破壊・非接触・顕微で高速・高精度に薄膜を計測　顕微
分光膜厚計 OPTM series

大塚電子

日本電子は理科学計測機器（電子光学機器・分析機器、計測
検査機器 )、半導体関連機器、産業機器、医用機器やそれに
附帯する製品 ・ 部品の汎用品からハイエンド品まで多岐に
渡る製品を展示。また、それら製品を使用したアプリケーシ
ョンおよび関連した各種サービスの紹介を行っていた。

日本電子

日立ハイテクサイエンス

「持続可能な社会の実現に貢献する日立ハイテク」をテーマ
に社会課題や業務課題を解決する最新のソリューションを
提案した。「日頃の分析・解析業務でお困り事のある皆様、
ぜひ日立ハイテクブースにお越しください。また、ブースに
ご来場いただけない方は、本年も WebEXPO でも各種コン
テンツを掲載しておりますので是非 WebEXPO もご覧くだ
さい」「リアル、オンラインどちらで参加の方も、日立ハイ
テク JASIS 特設サイトをご確認ください。様々な特典もご
用意しております」と PR していた。
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本            社　〒 120-0047 東京都足立区宮城 1-35-11
東日本営業所   TEL 03-5959-6701  FAX 03-5959-6711
西日本営業所　〒 510-0051 三重県四日市市千歳町 1-52
                     TEL 059-353-5094   FAX 059-354-8688
群 馬 工 場  〒 370-0426 群馬県太田市世良田町 3023

（ 加 工 部 門 ）   TEL 0276-40-7150   FAX 0276-40-7152

広告のご用命は
03(3662)8736

　

表
面
処
理
設
備
メ
ー
カ
ー
の

駒
沢
工
業
㈱
で
は
、
創
業
よ
り

一
貫
し
て
「
自
然
を
利
用
し
た

技
術
」「
地
域
環
境
に
や
さ
し
い

技
術
」「
人
に
や
さ
し
い
技
術
」

「
人
に
や
さ
し
い
作
業
環
境
と

設
備
」
を
提
唱
し
、
真
の
技
術

と
新
し
い
環
を
考
査
し
た
技
術

の
調
和
を
基
本
に
、“
技
術
は
自

然
発
想
か
ら
生
ま
れ
る
”
を
社

是
と
し
て
日
々
研
鑽
を
重
ね
、

よ
り
よ
い
着
想
で
、
よ
り
秀
れ

た
機
器
を
開
発
、
デ
セ
プ
シ
ョ

ン
の
な
い
真
の
技
術
を
表
面
処

理
業
界
に
提
供
し
て
い
る
。

　

同
社
は
大
別
す
る
と
、設
備
部
門
、

製
作
加
工
部
門
、
工
事
部
門
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
部
門
の
４
つ
の
部
門
で
構

成
さ
れ
る
。

　

設
備
部
門
で
は
、
風
力
式
低
温
水

切
り
乾
燥
機
、
各
種
乾
燥
機
装
置
、

Ｐ
＆
Ｆ
‐
Ｊ
Ａ
Ｃ
精
密
洗
浄
乾
燥
設

備
、
Ｋ
Ｍ
式
排
ガ
ス
処
理
装
置
、
ク

ロ
ー
ム
（
酸
・
ア
ル
カ
リ
）
ミ
ス
ト

排
気
処
理
装
置
、
脱
脂
洗
浄
機
、
Ｋ

‐
Ｒ
多
目
的
メ
ッ
キ
実
験
装
置
、
Ｋ

Ｐ
型
堅
形
耐
食
ポ
ン
プ
な
ど
の
主
要

製
品
に
加
え
、
メ
ッ
キ
設
備
、
ア
ル

マ
イ
ト
設
備
、
純
水
・
超
純
水
供
給

設
備
、
塗
装
設
備
、
局
所
排
気
設
備

（
労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
）、
排

ガ
ス
処
理
設
備
、
脱
臭
装
置
活
性
炭

吸
着
脱
臭
設
備
な
ど
を
扱
う
。

　

製
作
加
工
部
門
で
は
、
鋼
材
加
工

品
、
ス
テ
ン
レ
ス
加
工
品
、
Ｐ
Ｖ
Ｃ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
加
工
品
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ
加

工
品
、
非
鉄
金
属
加
工
品
、
耐
食
金

属
（
Ti
）
等
の
加
工
。

　

工
事
部
門
で
は
、
プ
ラ
ン
ト
配
管

工
事
、
鋼
管
、
ス
テ
ン
レ
ス
管
、
塩

ビ
管
、
テ
フ
ロ
ン
、
チ
タ
ン
、
ガ
ラ

ス
管
等
プ
ラ
ン
ト
ダ
ク
ト
工
事
、
塩

ビ
タ
ク
ト
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ
、
鋼
管
、
ス
テ

ン
レ
ス
、
各
ス
パ
イ
ラ
ル
ダ
ク
ト
管

プ
ラ
ン
ト
関
連
工
事
全
般
。

　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
部
門
で
は
、
過
去

に
同
社
が
納
入
し
た
プ
ラ
ン
ト
類
、

設
備
や
装
置
・
設
備
各
種
ポ
ン
プ
、

送
風
機
に
つ
い
て
顧
客
の
生
産
活
動

を
守
る
こ
と
も
重
大
業
務
の
ひ
と
つ

と
捉
え
て
保
守
整
備
工
事
を
行
う
。

　

ま
た
、
近
年
労
働
環
境
や
、
環
境

整
備
が
叫
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

同
社
で
は
『
局
所
排
気
等
労
働
衛
生

工
学
研
究
会
』
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て

適
切
な
局
所
排
気
装
置
の
設
計
施
工

に
勤
め
て
い
る
。

　

同
社
の
30
年
以
上
に
渡
る
豊
富
な

経
験
と
技
術
を
礎
に
人
体
や
環
境
に

有
害
な
ガ
ス
・
蒸
気
、
不
快
な
悪
臭

な
ど
を
効
率
良
く
、
か
つ
確
実
に
処

理
し
て
大
気
に
放
出
す
る
た
め
に
、

信
頼
性
が
高
く
、
か
つ
過
不
足
の
な

い
適
正
な
設
計
・
計
算
が
な
さ
れ
た

各
種
排
ガ
ス
処
理
装
置
の
設
計
・
製

め
っ
き
ラ
イ
ン
の
設
計
、
排
気
装
置
の
点
検
、

悪
臭
の
除
去
、
作
業
環
境
改
善
な
ど
を

自
然
を
身
近
に
生
か
し
た
技
術
力
で
提
案

人
と
地
球
に
や
さ
し
い
作
業
環
境
と
設
備
を
提
唱

作
・
施
工
を
行
っ

て
い
る
。

駒沢工業

【施工例】
クロム酸ミスト処理装置（上段左）
活性炭吸着脱臭装置（上段右）
局所排気装置（中段左）
風力式低温水切り乾燥機（中段右）
プリント基板メッキライン（下段）

　

十
日
会
会
員
の
株
式
会
社
足

立
工
業
（
本
社
・
東
京
都
足
立

区
千
住
曙
橋
22
の
８
／
野
澤
宗

司
代
表
取
締
役
）
の
前
代
表
取

締
役
で
あ
る
石
川
和
男 

氏（
享

年
80
歳
）
が
令
和
５
年
９
月
14

日
に
逝
去
さ
れ
、
故
人
の
遺
志

並
び
に
遺
族
の
意
向
に
よ
り
通

夜
及
び
葬
儀
・
告
別
式
は
近
親

者
の
み
に
て
執
り
行
っ
た
。

訃
　
報

石
川
和
男 
氏

可
能
な
「
金
属
上
の
め
っ
き
剥

離
剤　

エ
ス
バ
ッ
ク
Ｈ
‐
１
５

０
シ
リ
ー
ズ
」
に
つ
い
て
紹
介

す
る
。
め
っ
き
の
剥
離
に
関
し

て
現
場
か
ら
は
「
ヤ
ス
リ
が
け

な
ど
物
理
的
に
め
っ
き
を
剥
離

す
る
の
が
面
倒
」「
素
地
へ
の
影

響
な
く
剥
離
し
た
い
」「
細
か
い

部
分
の
め
っ
き
が
剥
離
し
き
れ

な
い
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
に
応
え
た
の
が

「
エ
ス
バ
ッ
ク
Ｈ
‐
１
５
０
シ

リ
ー
ズ
」
だ
。
こ
の
剥
離
剤
を

使
う
こ
と
で
素
地
に
影
響
を
与

え
る
こ
と
な
く
、鉄
ま
た
は
銅
・

銅
合
金
素
地
上
に
施
さ
れ
た
ニ

ッ
ケ
ル
・
亜
鉛
・
銅
め
っ
き
皮

膜
を
剥
離
す
る
こ
と
が
で
き

る
。“
薬
品
に
浸
け
る
だ
け”

で

処
理
が
可
能
な
た
め
、
細
か
い

部
分
に
も
液
が
浸
透
し
、
め
っ

き
を
き
れ
い
に
剥
離
す
る
。
ま

た
、
浸
け
て
い
る
間
に
他
の
作

業
が
で
き
る
こ
と
か
ら
“
作
業

の
効
率
化
”
に
も
つ
な
が
る
。

素
地
と
め
っ
き
皮
膜
か
ら
選
ぶ

該
当
製
品
は
、
次
の
通
り

●
エ
ス
バ
ッ
ク
Ｈ
‐
１
５
０ 

素
地
：
銅
・
銅
合
金
、
め
っ
き

被
膜
：
ニ
ッ
ケ
ル
・
亜
鉛

●
エ
ス
バ
ッ
ク
Ｈ
‐
１
５
０ 

素
地
：
鉄
・
鉄
鋼
、
め
っ
き
被

膜
：
ニ
ッ
ケ
ル
・
亜
鉛
・
銅

●
エ
ス
バ
ッ
ク
Ｈ
‐
１
５
０
Ｐ

Ｎ

 

素
地
：
鉄
・
鉄
鋼
、
め
っ
き
被

膜
：
リ
ン
ニ
ッ
ケ
ル

●
エ
ス
バ
ッ
ク
Ｈ
‐
１
５
０
Ｐ

Ｎ

 

素
地
：
ス
テ
ン
レ
ス
、
め
っ
き

被
膜
：
リ
ン
ニ
ッ
ケ
ル

　

な
お
、
剥
離
処
理
の
際
に
シ

ア
ン
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
使
用

（
鉄
素
地
の
場
合
の
み
）
す
る

が
、
シ
ア
ン
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
の

使
用
が
難
し
い
場
合
は
、
ノ
ン

シ
ア
ン
タ
イ
プ
の
エ
ス
バ
ッ
ク

Ｈ
‐
１
５
０
Ｎ
も
用
意
。
詳
細

は
、
同
社
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
確

認
い
た
だ
き
た
い
。（https://

www.sasaki-c.co.jp/

）

　

化
学
薬
品
の
設
計
・
開
発
、

製
造
（
調
合
、
充
填
）、
仕
入

れ
お
よ
び
販
売
を
手
掛
け
る

佐
々
木
化
学
薬
品
㈱
（
本
社
京

都
市
・
佐
々
木 

智
一
社
長
）
で

は
、“
生
産
性
の
向
上
”“
コ
ス

ト
削
減
”“
高
品
質
の
さ
ら
な
る

追
求
”
の
３
つ
の
活
動
理
念
に

基
づ
き
、
顧
客
ご
と
の
異
な
る

命
題
に
、
業
務
の
あ
ら
ゆ
る
プ

ロ
セ
ス
を
通
じ
て
最
適
な『
解
』

を
提
供
す
る
。

　

同
社
の
金
属
表
面
処
理
事
業

は
、
化
学
研
磨
液
・
エ
ッ
チ
ン

グ
液
・
電
解
研
磨
液
、
酸
化
皮

膜
除
去
剤
・
溶
接
焼
け
除
去
剤
・

サ
ビ
取
り
剤
、
洗
浄
剤
、
剥
離

剤
、
め
っ
き
液
―
と
多
岐
に
わ

た
る
薬
品
を
提
供
で
き
る
の
が

強
み
。

　

今
回
は
薬
品
に
浸
け
る
だ
け

で
ニ
ッ
ケ
ル
め
っ
き
の
剥
離
が

薬品に浸けるだけの強力めっき剥離剤
「エスバックＨ - １５０シリーズ」

佐々木化学薬品
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ＦＲＰ加工・成型・施工

　南 越 化 成合同
会社

〒315-0121　茨城県石岡市真家 422
電 話　0299-46-0063　　E-mail  info@minamisyou.co.jp

信頼と信用をかたちに
　

表
面
処
理
剤
や
、
め
っ
き
薬

品
メ
ー
カ
ー
のM

acDermid 
Enthone Industrial Solutio
ns

（
本
社
米
国
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト

州
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
リ
ー
市
）は
、

地
域
の
自
動
車
産
業
へ
の
サ
ポ

ー
ト
強
化
を
目
的
に
日
本
国
内

に
新
た
に
施
設
を
開
設
す
る
。

　

こ
の
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
は
、
名

古
屋
市
に
新
設
さ
れ
自
動
車
エ

コ
シ
ス
テ
ム
に
不
可
欠
な
同
地

域
の
一
次
（Tier1

）、
二
次

（Tier2

）
サ
プ
ラ
イ
ヤ
を
始
め

と
す
る
企
業
へ
の
技
術
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
。

　

名
古
屋
地
域
の
顧
客
へ
技
術

働
）
で
重
要
な
運
転
パ
ラ
メ
ー

タ
ー
を
決
定
す
る
際
、
さ
ら
な

る
所
要
時
間
の
短
縮
が
可
能
と

な
る
。
日
本
国
内
に
お
い
て
新

た
な
拠
点
が
設
け
ら
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
す
べ
て
の
自
動
車
メ

ー
カ
ー
に
と
っ
て
は
、
事
業
継

続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
を
作
成
す

る
上
で
の
要
件
が
満
た
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

　
「
名
古
屋
の
お
客
様
に
は
、す

で
に
40
年
以
上
に
わ
た
っ
て
表

面
処
理
用
薬
品
を
お
届
け
し
て

い
ま
す
が
、
同
地
域
へ
進
出
で

き
る
こ
と
は
弊
社
の
大
き
な
喜

び
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
日
本

の
お
客
様
は
弊
社
の
環
境
に
優

し
い
製
品
群
の
価
値
を
良
く
認

識
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
戦
略
的

投
資
は
弊
社
が
日
本
へ
長
期
的

に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
の
証
で

す
。
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
に
蓄

積
し
て
き
た
信
頼
が
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
に
結
び
つ
く
も
の
と
期

待
し
て
お
り
ま
す
」
とM

acD
ermid Enthone Industrial 
Solutions 

上
席
副
社
長 Rich

ard Lynch 

氏
は
コ
メ
ン
ト
し

た
。

　

マ
ク
ダ
ー
ミ
ッ
ド
・
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ
・
ジ
ャ
パ
ン
㈱
の
代
表
取
締

役
社
長 Julian Bashore 

氏

は
「
10
月
１
日
に
ソ
フ
ト
オ
ー

プ
ン
を
お
こ
な
い
、
２
０
２
４

年
の
４
月
に
は
す
べ
て
の
設
備

が
整
う
予
定
で
す
。
弊
社
の
自

動
車
ビ
ジ
ネ
ス
は
大
き
く
成
長

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
で

さ
ら
な
る
事
業
拡
大
を
実
現
出

来
ま
し
た
。
日
本
は
特
に
持
続

可
能
性
に
つ
い
て
積
極
的
に
取

り
組
む
傾
向
が
あ
る
の
で
、
電

気
自
動
車
の
市
場
へ
弊
社
の
サ

ー
ビ
ス
を
拡
大
出
来
る
も
の
と

期
待
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

愛
知
県
へ
投
資
す
る
こ
と
に
よ

り
、
日
本
を
拠
点
と
す
る
自
動

車
部
品
メ
ー
カ
ー
様
（
ブ
レ
ー

キ
キ
ャ
リ
パ
ー
・
ド
ア
ハ
ン
ド

cDermid Enthone Inc. 

は
、

１
９
９
２
年
の
創
業
以
来
、
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
対
応
す
る
化
成

品
の
製
造
（
表
面
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
用
途
）
で
世
界
の
マ
ー
ケ
ッ

ト
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
し
て

い
る
。

　

同
社
の
製
品
群
は
表
面
仕
上

げ
産
業
と
ユ
ー
ザ
ー
の
日
々
変

化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
ば

か
り
で
な
く
、
持
続
可
能
な
技

術
と
高
度
な
技
術
サ
ポ
ー
ト
を 

提
供
し
て
い
る
。ま
た
、 M

acD
ermid Enthone Industrial 
Solutions

は
、Element Sol

utions Inc

（NYSE: ESI

）の

事
業
ユ
ニ
ッ
ト
。Element So

lutions Inc 

は
特
殊
化
成
品
業

界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
人
々

が
日
常
的
に
使
用
す
る
製
品
機

能
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
に
幅

広
い
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供

し
て
い
る
。

マ
ク
ダ
ー
ミ
ッ
ド

名
古
屋
に
国
内
２
カ
所
目
の
施
設
を
開
設

サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
るM

acD
erm

id E
ntho

ne Industrial 
Solutions

の

日
本
法
人
マ
ク

ダ
ー
ミ
ッ
ド
・

パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
・
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
・
ジ

ャ
パ
ン
㈱
（
神

奈
川
県
平
塚

市
）
は
、
ラ
ボ

ラ
ト
リ
ー
が
名

古
屋
市
に
新
設

さ
れ
る
こ
と

で
、
顧
客
が
め

っ
き
浴
（
多
く

は
24
時
間
稼

ル
・
エ
ン
ブ
レ
ム
・
フ
ァ
ス

ナ
ー
な
ど
）
の
市
場
へ
弊
社

の
浸
透
が
さ
ら
に
加
速
す
る

も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま

す
」
と
述
べ
て
い
る
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
「M

acD
ermid Enthone 

Industrial Solutions

」
の

名
称
で
事
業
展
開
中
の M

a

Julian Bashore 社長

「貴金属に関わる研究助成金」の研究テーマを募集

10 月 26 日㈭ 9 時 30 分 （福岡空港 集合）
10 月 27 日㈮ 12 時分頃（福岡空港 解散）

【アスカコーポレーション㈱ 様 】
　「キラリ 人、技術、未来、そして自然。」を企業
理念に、開発型のめっき企業として、ウエハへの
無電解めっき（UBM）、電解めっき（BM）等、最
先端の技術を活かした事業活動を、積極的に展開。
　また、九州工業大学をはじめとする産学連携研
究開発に加え、地域貢献活動や、環境保護をはじ
めとする SDGs にも積極的に取り組まれている。

【㈱正信 様】
　敷地面積 9,000 ㎡工場建物 5,500 ㎡の広大
な敷地を、福岡市博多区の中心部に確保すること
により、搬出入・めっき処理・保管も含めたトー
タルでの工程において、長尺品・重量物への効率
的な対応を可能としている。特に、電気亜鉛めっ
き（500 トン／月）、光沢錫めっき（160 トン／
月）は、西日本最大級の処理能力を有する。

申込先：
登録フォーム
 https://forms.gle/rDq43bZSYsWhUyPt5 
または，
神奈川表面技術研究会 庶務担当理事 堀内

（E-mail: horiuchi@kanto-gakuin.ac.jp）

田中貴金属記念財団

　

一
般
財
団
法
人　

田
中
貴
金

属
記
念
財
団
（
代
表
理
事
：
岡

本 

英
彌
）
は
、２
０
２
３
年
度

「
貴
金
属
に
関
わ
る
研
究
助
成

金
」の
研
究
テ
ー
マ
を
募
集
中
、

締
め
切
り
は
11
月
30
日
㈭
。

　

こ
の
助
成
金
は
、
貴
金
属
に

関
わ
る
新
し
い
研
究
・
開
発
、

製
品
開
発
に
革
新
的
な
進
化
を

も
た
ら
す
研
究
・
開
発
を
行
う

国
内
の
教
育
機
関
や
公
的
研
究

機
関
が
対
象
。

　

今
回
で
25
回
目
と
な
る
本
年

度
の
受
賞
者
に
は
、
今
回
新
設

と
な
る
「U

mekichi Tanaka 
Award

」
に
て
最
高
金
額
１
０

０
０
万
円
を
は
じ
め
、
総
額
２

０
０
０
万
円
を
授
与
す
る
。

「U
mekichi Tanaka Award

」

は
、
貴
金
属
の
工
業
利
用
の
拡

大
に
尽
力
し
た
創
業
者
・
田
中

梅
吉
の
名
を
冠
し
、
本
ア
ワ
ー

ド
第
25
回
目
の
節
目
を
記
念
す

る
賞
。
そ
の
他
の
賞
に
つ
い
て

も
、
賞
の
名
称
を
改
め
、
よ
り

魅
力
的
な
助
成
金
制
度
を
目
指

す
。

　

応
募
概
要
は
田
中
貴
金
属
記

念
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（htt

ps://tanaka-foundation.or.
jp

）
を
参
照
の
こ
と
。

助成金額 1000 万円の「Umekichi Tanaka Award」を新設
国内の教育機関・公的研究機関を助成

神奈川表面技術研究会
工場見学会のお知らせ

水
処
理
・
新
製
品
特
集

 

日
本
鍍
金
新
報
で
は
、
11
月
号
を
水
処
理
・

新
製
品
特
集
と
し
て
、
浄
水
、
排
水
処
理
や

広
告
掲
載
各
社
の
新
製
品
の
情
報
を
お
届
け

い
た
し
ま
す
。

 

掲
載
各
社
の
皆
様
や
新
規
掲
載
を
お
考
え
の

方
々
は
、
お
早
め
に
弊
社
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

産
業
通
信
㈱　

日
本
鍍
金
新
報
編
集
部

☎
03
・
３
６
６
２
・
８
７
３
６
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みなさまのニーズに即、
お応えできる材料商社

関東金誠株式会社
●取り扱い商品

非鉄金属／めっき材料／研磨材料
本　　　社　〒 123-0844 東京都足立区興野 1 丁目 14 番 19 号

4227）2583（30XAF／1227）2583（30☎
高崎営業所　〒 370-1207 群 馬 県 高 崎 市 綿 貫 町 7 4 6 番 地

0293）643（720XAF／5293）643（720☎

　

薬
液
加
熱
ヒ
ー
タ
ー
を
製
造

販
売
す
る
谷
口
ヒ
ー
タ
ー
ズ
㈱

の
「
マ
ー
ト
ボ
ー
ル
」
は
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
樹
脂
を
ブ
ロ
ー
成

形
で
中
空
球
体
に
し
た
耐
薬
品

性
・
耐
寒
性
・
耐
熱
性
が
あ
り
、

軽
量
で
丈
夫
な
液
面
フ
ロ
ー
テ

ィ
ン
グ
ボ
ー
ル
。

　

１
９
７
５
年
の
販
売
開
始
以

降
も
開
発
改
良
を
加
え
、
２
０

２
２
年
に
発
売
し
た
ニ
ュ
ー
モ

デ
ル
や
新
規
格
サ
イ
ズ
の
製
品

が
好
評
を
得
て
い
る
。

　
「
マ
ー
ト
ボ
ー
ル
」は
軽
く
て

丈
夫
な
Ｐ
Ｐ
製
で
、
金
属
の
酸

洗
い
・
薬
液
調
合
・
高
温
洗
浄

な
ど
表
面
処
理
工
程
に
お
い
て

槽
内
の
薬
液
に
浮
か
べ
て
使
用

さ
れ
る
が
、
マ
ー
ト
ボ
ー
ル
で

液
面
を
被
膜
す
る
こ
と
に
よ
り

保
温
性
を
高
め
る
“
省
エ
ネ
”

製
品
と
し
て
、
液
の
飛
散
や
ミ

ス
ト
・
ガ
ス
・
臭
気
を
防
ぐ
こ

と
で
建
物
の
鉄
骨
や
機
械
等
の

腐
食
を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
、

働
く
人
の
安
全
と
衛
生
の
保
全

を
図
る
“
公
害
環
境
対
策
”
と

し
て
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　
「
マ
ー
ト
ボ
ー
ル
」基
本
型
Ｍ

Ａ
Ｔ
は
、
球
体
型
の
乳
白
色
Ｐ

Ｐ
製
で
０
℃
～
１
１
０
℃
の
連

続
作
業
に
耐
え
る
こ
と
が
可

能
。
規
格
サ
イ
ズ
は
、直
径
10
、

20
、
40
、
50
、
70
㎜
に
、
今
回

直
径
７
㎜
の
Ｐ
Ｅ
製
（
０
℃
～

８
０
℃
）
が
加
わ
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
フ
ッ
化
物
含
有
ク

ロ
ー
ム
め
っ
き
液
な
ど
強
酸
・

強
ア
ル
カ
リ
・
超
純
水
向
け
、

高
純
度
Ｐ
Ｆ
Ａ
製
画
期
的
新
製

品
の
円
盤
型
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｆ
「
マ
ー

ト
フ
ロ
ロ
ボ
ー
ル
」
や
、
Ｐ
Ｖ

Ｄ
Ｆ
（
ふ
っ
素
樹
脂
）
製
の
高

耐
薬
性
で
新
型
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

カ
ッ
ト
形
状
に
よ
り
液
面
で
の

安
定
性
が
向
上
し
た
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｂ

ｅ
「
マ
ー
ト
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ボ

ー
ル
」、難
燃
性
白
色PP/HT-

PVC/PPS

製
の
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｄ
ｉ

「
マ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ボ
ー
ル
」な
ど

が
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
さ
れ
、
様
々

な
用
途
に
応
じ
、
時
代
に
マ
ッ

チ
す
る
可
能
性
を
持
つ
「
省
エ

ネ
型
新
世
代
商
品
」
の
ひ
と
つ

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

●
問
い
合
わ
せ
先

谷
口
ヒ
ー
タ
ー
ズ
㈱　

千
葉
事

業
所

☎
０
４
３
８
・
６
３
・
１
１
１
３

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
公
害
防
止
に
役
立
つ

液
面
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ル
「
マ
ー
ト
ボ
ー
ル
」

あ
ら
ゆ
る
化
学
薬
液
に
対
応
す
る

モ
デ
ル
展
開
で
使
用
価
値
は
広
が
る

谷
口
ヒ
ー
タ
ー
ズ

　SEMI（本部：米国カリフォルニア州ミルピタス）は 9 月 19 日（米国時間）、最新の
200mm Fab Outlook［*］レポートにおいて、半導体メーカー各社が 2023 年～ 2026
年までの期間に EPI を含む 12 の新規 200mm ファブを建造し、その結果、200mm フ
ァブの生産能力は全世界で 14% 増の月産 770 万枚に達し、過去最高を更新するとの予
測を示した。
　コンシューマ、車載、産業用電子機器に不可欠なパワーおよび化合物半導体が
200mm 投資の最大の原動力となっている。特に電気自動車（EV）のパワートレイン
用インバータと充電ステーションの発展が、EV の普及拡大にともなって世界の
200mm ファブ生産能力を加速している。

　SEMI のプレジデント
兼 CEO の Ajit Manoc
ha（アジット・マノチ
ャ）は次のように述べて
いる。

「世界の半導体産業が
200mm ファブの生産
能力を過去最大にまで
増強することは、まさに
自動車市場の成長に対
する強い期待を浮き彫
りにしています。車載半
導体の供給は安定しま
したが、EV に搭載され
る半導体の増加や充電
時間の短縮努力が生産
能力拡大に拍車をかけ
ています」

SEMI
リポート


